
●高齢者・障がい者・母子世帯に灯油購入費の一部を

　　　　　　　　　　　　　　　助成します　……　２

●特集　生き生き元気夕張！がんばる町内会　……　２

●ゆうばり再生市民会議からのご案内　……………　３

●確定申告相談　………………………………………　４
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　１月14日、文化スポーツセンターで「第22回全
夕張子ども会かるた大会」が開かれ、小中学生が
熱戦を繰り広げました。
　「北海道カルタ」「下の句カルタ」は、下の句を
詠み、下の句を取り合うもので、木の札を使うの
は、北海道だけなのが特徴です。
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������



（2）広報ゆうばり　2008年2月号

　

旭
町
は
、
川
に
沿
っ
た
一
本
道

に
民
家
が
点
在
す
る
町
内
会
。

　

現
在
の
会
員
数
は
、　

世
帯
。

88

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
の
は
、
言

う
ま
で
も
な
い
よ
う
だ
。

　

こ
こ
１
年
ぐ
ら
い
の
象
徴
的
な

で
き
ご
と
は
、
町
内
か
ら
引
越
し

を
し
た
人
が
多
い
と
言
う
こ
と
だ

ろ
う
。

　

市
が
こ
の
よ
う
な
状
況
（
再
建

団
体
）
に
な
っ
た
こ
と
で
、
市
職

員
の
ア
パ
ー
ト
か
ら　

世
帯
ぐ
ら

23

い
が
市
外
な
ど
に
出
て
い
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
だ
。

　

町
内
会
と
し
て
は
、
仕
方
が
な
い
こ
と
と

し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

　

過
去
を
振
り
返
っ
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な

い
が
、
職
員
住
宅
が
建
っ
た
こ
ろ
は
若
い
人

が
い
っ
ぱ
い
い
た
。
子
ど
も
み
こ
し
な
ん
か

は
、
２
基
出
さ
な
け
れ
ば
皆
で
引
く
こ
と
が

で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

七
夕
ま
つ
り
、
盆
踊
り
、
野
遊
会
な
ど
市

職
員
の
人
た
ち
が
良
く
協
力
し
て
く
れ
て
活

気
が
あ
っ
た
時
代
も
あ
っ
た
。

　

今
一
番
心
配
し
て
い
る
こ
と
は
、
除
雪
・

排
雪
の
こ
と
だ
。
細
い
道
路
沿
い
の
民
家
の

空
き
家
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
屋

根
に
積
も
っ
た
雪
で
通
行
に
支
障
が
出
か
ね

な
い
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
の
雪
降
ろ
し
は
、
町

内
の
人
で
や
っ
て
い
る
。

　

道
路
の
確
保
は
、
こ
の
町
内
で
は
重
要
な

こ
と
な
の
だ
。

　

ま
た
、
空
き
家
な
ど
の
付
近
に
設
置
さ
れ

て
い
る
防
犯
灯
は
、
電
気
を
切
る
こ
と
に
し

た
。
少
し
で
も
節
約
を
し
よ
う
と
言
う
こ
と

か
ら
皆
の
協
力
を
貰
っ
て
そ
う
す
る
こ
と
に

決
め
た
。

　

行
事
も
め
っ
き
り
減
っ
た
。
今
年
は
「
新

年
会
」
を
開
い
た
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
し
、

景
品
を
出
し
て
皆
の
集
ま
る
機
会
を
つ
く
り

出
し
た
。
思
っ
た
よ
り
盛
り
上
が
っ
た
気
が

す
る
。

　
「
町
内
会
の
会
員
は
少
な
く
な
っ
て
き
て

色
々
問
題
は
あ
る
け
ど
、
町
内
で
で
き
る
こ

と
は
、
町
内
で
や
り
た
い
。」
そ
ん
な
思
い
で

い
る
。

旭町町内会会長
横川　孝一　さん

　

市
で
は
、
高
齢
者
な
ど
の
低
所
得
者
世
帯
に

対
し
て
、
灯
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
冬
期
間
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
緊
急
対
策
と
し
て
、

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
な
ど
を
活
用
し
、

灯
油
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

対
象
世
帯
に
は
、
２
月
８
日
ま
で
に
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
該
当
世
帯
と
思
わ
れ
る
方
で
申
請
書

が
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
対
象
世
帯
】

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
つ
ぎ
の
い
ず
れ

20

か
に
該
当
す
る
世
帯
で
、
平
成　

年
度
市
民
税

19

の
非
課
税
世
帯 

高
齢
者
世
帯

　
　

歳
以
上
の
単
身
世
帯

70
重
度
心
身
障
害
者
世
帯

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ

判
定
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の

交
付
を
受
け
て
い
る
単
身
世
帯

母
子
世
帯

　

母
子
世
帯
で
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
子
の
み
を
養
育
し
て
い
る
世
帯

【
対
象
と
な
ら
な
い
世
帯
】

　

生
活
保
護
世
帯
と
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
入

所
し
て
い
る
世
帯

【
助
成
内
容
】

　

１
世
帯
あ
た
り
灯
油
３
千
円
分
を
購
入
で
き

る
福
祉
灯
油
購
入
券

【
申
請
期
限
】

　

２
月　

日（
金
）

29

【
申
請
場
所
】

　

該
当
者
に
郵
便
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

市
生
活
福
祉
グ
ル
ー
プ
（
生
活
福
祉
）

　
�
　

│
１
０
５
９

52

�

�

����
���

�
������������������ �������

��������������

������
��������

����������	
��

��������	
��
�



（3）広報ゆうばり　2008年2月号

　

ゆ
う
ば
り
再
生
市
民
会
議
で
は
、
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
る

「
さ
く
ら
（
市
の
花
）」
に
着
目
し
、「
ゆ
う
ば
り
桜
ま
っ
ぷ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
市
内
に
あ
る
桜
の
数
や
名
所
を
組
み
入
れ
た
マ
ッ
プ
を
作

製
し
、
市
民
や
観
光
客
な
ど
に
街
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
更
に
魅
力
あ
る
も
の
に
す

る
た
め
、
皆
様
と
一
緒
に
企
画
し
、
成
功
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
た
く
さ

ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
の
条
件　

定
期
的
な
打
ち
合
わ
せ
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
方

●
申
込
・
問
合
せ
先　

市
地
域
再
生
グ
ル
ー
プ

　
　
　
（�
　

│
３
１
４
１
・　
　

│
５
３
０
２
）

52

Fax
52

●
応
募
締
切
日　

２
月　

日
15

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
	


�
�
�
�

　

市
内
で
は
、
た
く
さ
ん
の
市
営
住
宅
が
あ
り
、
空
家
の
前
に

は
、
冬
季
間
た
く
さ
ん
の
雪
が
積
み
上
げ
ら
れ
、
こ
の
影
響
で

救
急
車
が
急
病
人
な
ど
の
家
に
近
づ
け
な
い
と
い
う
問
題
が
お

き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ゆ
う
ば
り
再
生
市
民
会
議
が
呼
び
か

け
し
て
、
町
内
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
空
家
の
前
の
雪
を
少
な
く
す
る
こ
と
で
、
地
域
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
、
さ
ら
に
雪
の
影
響

に
よ
り
、
外
出
の
機
会
が
少
な
く
、
閉
鎖
的
に
な
り
が
ち
な
高

齢
者
の
交
流
の
場
も
広
げ
て
い
け
る
よ
う
に
、
ま
ず
一
歩
踏
み

出
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
の
企
画
に
は
、
た
く
さ
ん
の

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
で
す
！
一
緒
に
汗
を
流
し
て
い
た

だ
け
る
方
、
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※　

終
了
後
、
地
域
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
交
流
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

●
除
雪
実
施
日　

２
月　

日（
土
）　
　

時
〜　

時　

分

16

13

15

30

●
持
参
す
る
物　

ス
コ
ッ
プ
な
ど

●
申
込
・
問
合
せ
先　

市
地
域
再
生
グ
ル
ー
プ

　
　
　
（�
　

│
３
１
４
１
・　
　

│
５
３
０
２
）

52

Fax
52

●
応
募
締
切
日　

２
月　

日
12

※　

詳
し
く
は
、
ゆ
う
ば
り
再
生
市
民
会
議
広
報
誌
「
ホ
ッ
と

ゆ
う
ば
り
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

��
�
�
�
�
�
�	


�
�

�
�
�
の

ス
タ
ッ
フ
募
集
に
つ
い
て

��
�
�
�
�
�
�	


の
募
集
に
つ
い
て

�

�

�

�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

��������	
��
���������������
　夕張のまちづくり団体が行う事業で、「幸福の黄色いハンカチ基金」からの助成を希望する事業を公募
します。
※　平成19年度は「旧市民会館の再開に向けた事業」や「障害者や高齢者に対してのボランティア活動
事業」などが採択されています。
　募集期間　　　　２月１日～２月29日
　募集対象事業　　①夕張のまちづくりのために行う事業
　　　　　　　　　②４月１日～平成21年３月31日までに実施予定の事業
　助成金の上限　　１事業あたり30万円までを上限とします。
　申込方法　　　　所定の申請様式に必要事項を記載のうえ提出してください。
　申請書の取り寄せ及び提出先　　　市地域再生グループ または南支所
　問合せ先　　　　市地域再生グループ　　　�52－3141
※　助成を申請した団体は、使途選定委員会における審査の際、申請事業の内容の発表（プレゼンテー
ション）を行っていただきます。
　　なお、申請書は市ホームページからもダウンロードできます。
　　　http://www.city.yubari.hokkaido.jp



（4）広報ゆうばり　2008年2月号

①
定
率
減
税
の
廃
止

　

平
成　

年
分
所
得
税
よ
り
定
率
減
税

19

が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

②
所
得
税
の
税
率
の
改
正

　

税
源
委
譲
に
伴
い
所
得
税
の
税
率
が

次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

③
損
害
保
険
料
控
除
の
見
直
し
・
地
震

保
険
料
控
除
の
創
設

　

損
害
保
険
契
約
等
に
係
る
地
震
等
損

害
部
分
の
保
険
料
等
を
支
払
っ
た
場
合

に
は
、
そ
の
保
険
料
等
の
金
額
の
合
計

額
（
最
高
５
万
円
）
を
そ
の
年
分
の
総

所
得
金
額
等
か
ら
控
除
す
る
地
震
保
険

料
控
除
が
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年　

月　

日
ま
で
に

18

12

31

契
約
を
締
結
し
た
長
期
損
害
保
険
契
約

等
（
満
期
返
戻
金
の
あ
る
も
の
で
保
険

期
間
が　

年
以
上
の
も
の
）
は
従
来
と

10

同
様
の
計
算
に
よ
る
金
額
（
最
高
１
万

５
千
円
）
を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
両
方
あ
る
場
合
の
控
除
は
合
計
５

万
円
ま
で
）。

④
電
子
申
告
（
ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ
）
に
よ
る

申
告
の
特
別
控
除
の
創
設

　

電
子
証
明
書
を
添
付
し
て
電
子
申
告

（
ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ
）
で
申
告
を
行
う
と
５

千
円
の
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
平
成　

年
分
又
は
平
成　

年
分
の
い

19

20

ず
れ
か
１
回
の
み
対
象
）。

⑤
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
に
つ

い
て

　
�
対
象
者（
次
の�
ま
た
は�
の
方
）

　
　
�
税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税
額
が

減
少
す
る
結
果
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

限
度
額
が
所
得
税
額
よ
り
大
き
く
な

り
、
控
除
し
き
れ
な
く
な
っ
た
方

　
　
�
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
限
度
額
が
所

得
税
額
よ
り
大
き
く
、
税
源
移
譲
前

で
も
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
が
、
税

源
移
譲
に
よ
り
控
除
し
き
れ
な
い
額

が
大
き
く
な
っ
た
方

①平成19年中の支出・収入が確認できるもの
　　　�給与所得者は給与所得の源泉徴収票（コピー不可）　　�年金所得者は公的年金等の源泉徴収票（コピー不可）
　　　�その他収入・支出を証明するもの
②国民年金保険料は控除証明書、それ以外の年金については、納付した領収書　③健康保険料の納付した領収書　④生命
保険料・損害保険料などの控除証明書
⑤医療費控除や寄付金控除を受けられる方はその領収書　⑥障害者控除を受けられる方は障害者手帳　⑦扶養家族の氏
名・生年月日の確認できるもの（健康保険証など）
⑧通帳など口座番号のわかるもの　⑨印鑑
�収入なし（扶養家族で収入のない方を含む）、もしくは障害年金・遺族年金・雇用保険の受給者で国民健康保険・介護
保険・後期高齢者医療保険（４月より）の被保険者の方は、保険料の軽減を受けるために必ず申告をしてください。

平成19年分以後平成18年分以前課税される所得金額
5％

10％
195万円以下

10％－97,500円195万円超
330万円以下

20％－427,500円
20％－330,000円

330万円超
695万円以下

23％－636,000円695万円超
900万円以下

33％－1,536,000円30％－1,230,000円900万円超
1,800万円以下

40％－2,796,000円37％－2,490,000円1,800万円以上

地　　区終了時間開始時間会　　場月　日
社光・本町・昭和・
旭町

16：00９：00
夕張市役所本庁
舎２階

２月
18日（月）

鹿の谷・末広19日（火）
常盤・若菜・平和・
日吉・千代田・富野

20日（水）

南清水沢21日（木）
清陵町22日（金）
南部・楓・登川25日（月）
清水沢・清栄町・
宮前町

26日（火）

紅葉山・滝ノ上27日（水）
沼ノ沢・真谷地28日（木）
市内全域29日（金）

15：0010：00南清水沢生活館
３月
３日（月）

15：0010：00
清陵町さわやか
ホール

４日（火）

12：0010：00
南部コミュニ
ティセンター

５日（水）

12：0010：00楓３区集会所６日（木）

15：0010：00
文化スポーツセ
ンター

７日（金）

15：0010：00
市民研修セン
ター

10日（月）
11日（火）

15：0010：00紅葉山会館12日（水）

15：0010：00
沼ノ沢農業研修
センター

13日（木）

市内全域16：009：00
夕張市役所本庁
舎２階

14日（金）
17日（月）

　
　
　
　
　

　
　

今
回
の
申

　
　

告
か
ら
適

用
さ
れ
る
主
な

改
正
事
項

����

����

�
計
算
方
法

��

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額

①
前
年
分
の
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
限
度
額

②
税
源
移
譲
前
の
税
率
で
算
出
し

た
前
年
分
の
所
得
税
額　

税
源
移

譲
後
の
税
率
で
算
出
し
た
前
年
分

の
所
得
税
額

①
、
②
の
い
ず
れ
か
少
な
い
金
額

税
源
移
譲
後
の
税
率
で
算
出
し
た

前
年
分
の
所
得
税
額

当
日
持
参
す
る
も
の

適用期間：平成20年度から平成28年度まで（ただし、
毎年度申告が必要になります）

申告期間：平成20年３月17日まで

必　要　書　類提出先対　象　者

住宅借入金特別控除申告書（確
定申告書とともに提出）

税務署又
は市役所

確定申告をする
人

住宅借入金特別控除申告書（源
泉徴収票を添付）

市役所確定申告をしな
い人（年末調整
のみの人）

　�提出先

確定申告についてのお問い合わせは
　市税務管財グループ　�52－3120



（5）広報ゆうばり　2008年2月号

昭
和　

年
62

４
月

・
緑
陽
中
学
校
新
築
落
成
（
登
川
中

学
校
、
向
陽
中
学
校
統
合
校
舎
）

・
夕
張
市
長
に
中
田
鉄
治
氏（
三
期
）

無
投
票
当
選

５
月

・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
開
通

・
三
菱
石
炭
鉱
業
㈱　

鉄
道
廃
止

８
月

・
高
校
総
体
相
撲
競
技
、
第　

回
高

65

校
相
撲
選
手
権
大
会
の
開
催

９
月

・
夕
張
・
芦
別
線
全
線
開
通

　

月
10・

北
炭
真
谷
地
炭
鉱
閉
山

・
滝
の
上
公
園
千
鳥
橋
の
渡
橋
式

昭
和　

年
63

２
月

・
夕
張
北
高
校
定
時
制
課
程
閉
課

４
月

・
夕
張
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

設
立

生
ま
れ
た
頃
の

 

夕
張
市
の
で
き
ご
と

 

安
藤
祐
貴
子
さ
ん

　

財
政
再
建
団
体
と
な
っ
た
夕
張
市

は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
以
前
と
変
わ

ら
な
い
大
切
な
故
郷
で
す
。

　

育
っ
た
こ
の
夕
張
で
成
人
式
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
く

感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
看
護
師
に
な
る
た
め
の
勉

強
を
し
て
い
ま
す
。
夕
張
市
の
よ
う

な
小
さ
な
町
で
も
、
十
分
な
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
住
民
一
人
ひ

と
り
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

な
社
会
に
な
る
よ
う
、
将
来
看
護
師

と
し
て
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
。

　
　

歳
と
い
う
年
齢
は
、
責
任
も
大

20
き
く
、
そ
れ
を
自
覚
し
こ
の
成
人
式

を
境
に
一
人
の
自
立
し
た
人
間
に
な

れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

その頃の人口

人口　28,596人

　男　14,137人

　女　14,459人

（昭和62年９月末）

 

竹
内　
　

啓
さ
ん

　

私
は
、
経
済
学
の
大
学
に
通
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
夕
張
問
題
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

　

現
在
、「
格
差
」
と
い
う
言
葉
が
浸

透
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
地
方
切

り
捨
て
が
、
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
を
全
国
に
示
し
た
の

が
夕
張
市
で
し
ょ
う
。

　

財
政
と
は
、
国
民
の
共
同
の
財
布

で
あ
り
、
当
然
そ
の
管
理
は
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
責
任
を
持
っ
て
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
民
主

主
義
あ
っ
て
の
財
政
で
あ
る
こ
と
を

再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
「　

歳
」
と
い
う
歳
は
、
今
の
自
分

20
を
見
直
し
「
大
人
」
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
人
格
を
形
成
し
始
め
る
転
換
期

だ
と
認
識
し
ま
す
。

　

今
日
を
も
っ
て
改
め
て
自
分
自
身

を
振
り
返
り
、
責
任
あ
る
行
動
を

取
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

１
月　

日　

清
水
沢
地
区
公
民
館
で
成
人
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

13

今
年
の
成
人
該
当
者
は
１
０
６
名
で
、
当
日
市
内
外
か
ら　

名
が
出

84

席
し
ま
し
た
。
会
場
内
で
は
久
し
振
り
の
再
会
に
話
し
が
弾
み
、
大

い
に
盛
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

�
�
�����������������������������������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�

� ������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

全員笑顔で記念撮影。記念品としてプレゼント



（6）広報ゆうばり　2008年2月号

����

職
種　

介
護
保
険
認
定
調
査
員
（
嘱
託
職
員
）

応
募
資
格　

＊
福
祉
・
医
療
等
の
資
格
を
有
す

る
方
ま
た
は
実
務
経
験
者

勤
務
時
間　

平
日　

８
時　

分
〜　

時　

分

45

16

15

採
用
人
員　

１
名

採
用
予
定
日　

３
月
１
日
か
ら

応
募
期
限　

２
月　

日
15

応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
資
格
を
確
認
で
き
る
も
の
を
添
え
て
市

福
祉
課
ま
で
持
参
く
だ
さ
い
。（
郵
送
の
場
合

は
２
月　

日
消
印
有
効
）

15

申
込
・
問
合
せ
先　

市
保
健
介
護
グ
ル
ー
プ　

�
　

│
３
１
６
４

52

　

旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て
い
な
い
恩
給

欠
格
者
、
戦
後
の
強
制
抑
留
者
、
終
戦
に
伴
い

本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
者

の
「
ご
本
人
」
に
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
『
特

別
慰
労
品
』
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
請
求
書
は

市
福
祉
課
及
び
南
支
所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金　
�
０
１
２
０
│
２
３
４
│
９
３
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.heiw

a.go.jp

　
        
 
 
     
        

◎
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
等

　

２
月
５
日　
　

時
〜　

時

13

16

◎
潜
在
求
人
開
拓
セ
ミ
ナ
ー

　

潜
在
求
人
の
探
し
方
と
応
募
の
仕
方

　

２
月　

日　
　

時
〜　

時

12

13

16

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
セ
ミ
ナ
ー

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
事
例
研
究
・
立

上
方
法
等

　

２
月　

日　
　

時
〜　

時

19

13

16

◎
企
業
担
当
者
向
セ
ミ
ナ
ー

　

若
者
の
傾
向
及
び
効
果
的
な
求
人
・
面
接
・

定
着
率
ア
ッ
プ
の
方
法
等

　

２
月　

日　
　

時
〜　

時

26

13

16

◎
通
年
勤
務
希
望
者
向
セ
ミ
ナ
ー

　

景
気
動
向
と
業
界
別
の
将
来
展
望
及
び
職
業

興
味
検
査
と
自
己
採
点

　

３
月
４
日　
　

時
〜　

時

13

16

会
場　

夕
張
商
工
会
議
所
２
階

定
員　

各
セ
ミ
ナ
ー　

名
（
先
着
順
）

15

申
込
期
限　

各
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
日
前
日
ま
で

参
加
料　

無
料

申
込
・
問
合
せ
先　

し
ご
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ゆ

う
ば
り　
�
　

│
７
５
４
４

59

�

�

�

�

�����������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������

�
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�
�
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�
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

就
職
活
動
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
の

ご
案
内

募
集
し
ま
す

介
護
保
険
認
定
調
査
員

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、

引
揚
者
の
皆
様
へ

＊
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（　

歳
以
上
の
か

75

た
）
に
関
す
る
こ
と

　

４
月
か
ら
老
人
保
健
制
度
に
代
わ
り
、

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま

す
。

●
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
被
保
険
者

証
が
一
人
に
一
枚
、
資
格
を
取
得
す
る
前
日

ま
で
に
交
付
を
い
た
し
ま
す
。

●
保
険
料
に
つ
い
て

　

保
険
料
は
被
保
険
者
全
員
が
納
め
ま
す
。

年
金
が
年
額　

万
円
以
上
の
か
た
は
原
則
年

18

金
か
ら
の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
と
な
り
ま

す
。

　

４
月
に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
徴
収
い
た

し
ま
す
。

　

保
険
料
の
決
定
通
知
に
つ
い
て
は
別
途
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
市
民
保
険
グ
ル
ー
プ�
　

│
52

３
１
０
５
ま
た
は
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合�
０
１
１
│
２
９
０
│
５
６
０
１ 

＊
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
こ
と

●
自
己
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

　

義
務
教
育
就
学
前
の
子
ど
も
の
自
己
負
担

割
合
が
変
わ
り
ま
す
。

●
退
職
者
医
療
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
年
齢
が　

歳
未

65

満
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、　

歳
以
上

65

の
退
職
者
国
保
の
方
の
被
保
険
者
証
に
つ
い

て
は
３
月
中
に
交
付
を
い
た
し
ま
す
。

●
特
定
健
康
審
査

　

い
ま
ま
で
市
が
行
っ
て
き
た「
基
本
健
診
」

が
、
平
成　

年
度
か
ら
保
険
者
（
国
民
健
康

20

保
険
）
が
行
う
「
特
定
健
診
・
特
定
保
険
指

導
」
に
変
わ
り
ま
す
。

●
保
険
料

　

国
民
健
康
保
険
料
の
算
定
方
法
が
変
わ
り

ま
す
。

　

従
来
は
、「
医
療
分
」
と
「
介
護
分
」
で
保

険
料
と
し
て
計
算
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成　

年
度
か
ら
は
、「
医
療
分
」
と
「
介
護
分
」

20
に
加
え
、
新
た
に
『
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
』

が
加
わ
っ
た
も
の
が
保
険
料
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
市
民
保
険
グ
ル
ー
プ�
　

│
52

３
１
０
５

�
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�
�
�
�
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（7）広報ゆうばり　2008年2月号

《
市
営
・
道
営
住
宅
》

●
入
居
者
資
格

＊
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

＊
公
営
住
宅
法
等
で
定
め
た
収
入
基

準
以
下
の
方
（
み
な
し
特
公
賃
住
宅

及
び
賃
貸
住
宅
は
除
く
。）

＊
地
方
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

●
一
般
公
募
と
随
時
公
募
の
違
い

一
般
公
募
〜
空
戸
の
無
い
団
地
又
は

住
棟（
Ｈ
２
以
降
）に
新
た
な
空
戸
が

出
た
場
合
の
公
募（
単
身
者
は
除
く
）

随
時
公
募
〜
既
に
空
戸
の
あ
る
団
地
、

又
は
一
般
公
募
を
数
回
繰
り
返
し
て

も
入
居
者
が
い
な
い
空
戸
の
公
募

●
一
般
公
募
住
宅

【
一
般
住
宅
】（
改
良
住
宅
）

恵
（
末
広
）
２
戸

和
（
平
和
）
２
戸

申
込
期
限　

一
般
公
募　

２
月　

日
12

●
随
時
公
募
【
一
般
住
宅
】

市
営
住
宅
（
１
１
３
戸
）

道
営
住
宅
（　

戸
）

16

【
み
な
し
特
公
賃
住
宅
】（
収
入
基
準

を
上
回
る
方
が
対
象
）

市
営
住
宅
（
千
代
田
・
平
和
地
区
）

（
５
戸
）

●
住
宅
使
用
料　

入
居
を
希
望
す
る

住
宅
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
せ
先　

市
農
林
建
設

グ
ル
ー
プ
ま
た
は
市
南
支
所

�
　

│
３
１
１
９ 

52

　

障
害
の
あ
る
方
を
扶
養
し
て
い
る

保
護
者
が
、
生
存
中
に
掛
け
金
を
納

付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者
が
お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
場
合
な
ど
に
障

害
者
へ
終
身
年
金
を
支
給
す
る
任
意

加
入
の
制
度
で
あ
る
標
記
共
済
が
、

４
月
１
日
を
目
途
に
掛
金
引
き
上
げ

等
の
制
度
改
正
を
行
い
ま
す
。

　

２
月
末
ま
で
に
新
規
加
入
の
申
請

を
な
さ
れ
た
方
は
現
行
の
掛
け
金
で

の
加
入
が
で
き
ま
す
の
で
、
加
入
の

検
討
を
さ
れ
て
い
る
方
は
お
早
め
に

手
続
き
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

空
知
保
健
福
祉
事
務
所

　

保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課

�
０
１
２
６
│
２
０
│
０
１
０
５

　

母
子
家
庭
の
児
童
や
寡
婦
が
扶
養

し
て
い
る
児
童
の
進
学
や
就
職
に
必

要
な
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

【
就
学
支
度
資
金
】

貸
付
限
度
額

・
公
立
高
校
（
自
宅
通
学
）
７
万
５

千
円

・
私
立
高
校
（
専
修
学
校
高
等
課
を

含
む
）　

万
円

42

・
国
公
立
大
学　
　

万
円

38

・
私
立
大
学
（
短
期
・
専
修
学
校
専

門
課
）　
　

万
円

59

償
還
期
間
・
利
率　
　

年
以
内
（
据

10

置
期
間
６
ヶ
月
）・
無
利
子

持
参
す
る
も
の　

合
格
通
知
書

申
込
期
限　

３
月　

日
26

【
修
学
資
金
】

貸
付
限
度
額　
（
月
額
）

・
公
立
高
校
（
自
宅
通
学
）
１
万
８

千
円

・
私
立
高
校
（
専
修
学
校
高
等
課
を

含
む
）　

３
万
５
千
円

・
国
公
立
大
学　

５
万
１
千
円

・
私
立
大
学
（
短
期
・
専
修
学
校
専

門
課
）　
　

６
万
円

償
還
期
間
・
利
率　
　

年
以
内
（
据

10

置
期
間
６
ヶ
月
）・
無
利
子

持
参
す
る
も
の　

在
学
証
明
書

申
込
期
限　

随
時

【
就
職
支
度
資
金
】

貸
付
限
度
額　
　

万
円

10

償
還
期
間
・
利
率　

６
年
以
内
（
据

置
期
間
１
年
）・
無
利
子

持
参
す
る
も
の　

採
用
通
知
書

申
込
期
限　

随
時

申
込
・
問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
グ

ル
ー
プ　
�
　

│
１
０
５
９

52

　

少
子
高
齢
化
、
労
働
力
減
少
社
会

で
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
そ
の

能
力
を
一
層
有
効
に
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
る
雇
用
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
労
働
条
件
の
文
書
交
付
・
説
明

義
務
、
均
衡
の
と
れ
た
待
遇
の
確
保

促
進
、
通
常
の
労
働
者
へ
の
転
換
の

促
進
、
苦
情
処
理
・
紛
争
解
決
援
助

等
を
定
め
た
改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
法
が
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

す
。

問
合
せ
先　

北
海
道
労
働
局
雇
用
均

等
室

　
�
０
１
１
│
７
０
９
│
２
７
１
５ 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
が

変
わ
り
ま
す

入
居
者
募
集

無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す

母
子
寡
婦
福
祉
資
金

北
海
道
心
身
障
害
者
扶
養

共
済
制
度
の
特
例
的
取
扱

い
に
つ
い
て
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お
家
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ
て
ば
か

り
い
ま
せ
ん
か
？

　

ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
が
ら
交
流
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
！

日
時　

３
月　

日　
　

時

15

10

場
所　

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　

セ
ン
タ
ー

参
加
者　

＊
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
及

び　

歳
以
上
の
市
民

60
＊
市
内
の
小
学
生
・
中
学
生

持
ち
物　

運
動
靴
・
昼
食

参
加
費　

３
０
０
円
（
小
中
学
生
は

無
料
）

参
加
申
込
締
切　

２
月　

日
18

※
往
復
と
も
送
迎
バ
ス
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ

先　

夕
張
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合

会
事
務
局
（
夕

張
市
老
人
福
祉

会
館
内
）�
　
56

│
６
７
７
７ 

《
ゴ
リ
ラ
か
ら
哲
学
を
、
ゾ
ウ
か
ら

絵
を
習
っ
た
》

日
時　

２
月　

日　
　

時　

分

15

18

30

場
所　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

料
金　

無
料

主
催　

図
書
コ
ー
ナ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
ひ
な
た
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」

問
合
せ
先　

図
書
コ
ー
ナ
ー　
�
　
56

│
６
６
０
１

《
さ
ん
び
き
の
こ
ぶ
た
》

日
時　

３
月
１
日　
　

時
10

場
所　

清
陵
保
育
園

料
金　

無
料

主
催　

夕
張
子
ど
も
文
化
の
会
「
か

ぜ
ち
ゃ
る
」

問
合
せ
先　

清
陵
保
育
園　
�
　

│
59

３
２
４
６

　

図
書
コ
ー
ナ
ー
で
は
道
立
図
書
館

の
協
力
に
よ
り
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

《
展
示
『
な
つ
か
し
の
漫
画
展
』》

　

昭
和　

〜　

年
代
の
マ
ン
ガ
を
中

30

50

心
に
し
た
展
示
で
大
人
か
ら
子
ど
も

ま
で
楽
し
め
ま
す
。

　

そ
の
他
、
道
立
図
書
館
所
蔵
の
新

し
い
本
も
貸
し
出
し
し
ま
す
。

期
間　

２
月　

日
〜
２
月　

日

16

29

場
所
・
問
合
せ
先　

図
書
コ
ー
ナ
ー

　
�
　

│
６
６
０
１ 

56

　

５
月
１
日
よ
り
自
販
機
で
の
た

ば
こ
購
入
に
専
用
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

「
ｔ
ａ
ｓ
ｐ
ｏ
（
タ
ス
ポ
）」
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

北
海
道
で
は
２
月
よ
り
カ
ー
ド

の
申
込
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　

発
行
手
数
料
、
年
会
費
は
無
料
。

　

申
込
書
は
た
ば
こ
販
売
店
で
入

手
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
日
本
た

ば
こ
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.taspo.jp/

        
 
 
          

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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次
号
、
３
月
の
広
報
ゆ
う
ば
り
は

 

２
月　

日
に
配
布
い
た
し
ま
す
。
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人　口　12,198人（－　25人）
　男　　　5,732人（－　14人）
　女　　　6,466人（－　11人）
世帯数 6,392世帯（－13世帯）

（　）は前月比

夕
老
連
世
代
間

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

絵
本
作
家

「
あ
べ
弘
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」
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会
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　このコーナーに掲載する乳幼児（３歳まで）
の写真をお寄せください。
�送り先　総務グループ（�52－3170）

「
劇
団
ぼ
く
ら
」人
形
劇
公
演

図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

�
��
�
�
����

�
�
�

�
�
�
�

平
成　

年　

月　

日
生
ま
れ

17

11

29

鹿
の
谷
３
丁
目

夕張市ホームページが１月夕張市ホームページが１月2828日に日に

リニューアルいたしました。リニューアルいたしました。

ご利用ください。ご利用ください。

http://www.city.yubari.hokkaido.jphttp://www.city.yubari.hokkaido.jp




